
 

 

合同会社ＮＷＥ－０９インベストメント「（仮称）鳥取風力発電事業環境影響評価方

法書」に対する勧告について 

 

平成３０年８月６日 

経 済 産 業 省 

商 務 情 報 政 策 局 

産業保安グループ  

 

本日、電気事業法第４６条の８第１項の規定に基づき、（仮称）鳥取風力発電事業

環境影響評価方法書について、合同会社ＮＷＥ－０９インベストメントに対し環境

保全の観点から勧告を行った。勧告の内容は、別紙のとおり。 

また、併せて同条第３項の規定に基づき、鳥取県知事からの意見を勘案するよう、

その写しを送付した。 

 

（参考）当該地点の概要 

１．計画概要 

   場    所：鳥取県鳥取市 

   原動力の種類：風力（陸上） 

   出    力：最大１４４，０００ｋＷ 

 

２．これまでの環境影響評価に係る手続 

＜計画段階環境配慮書＞ 

計 画 段 階 環 境 配 慮 書 受 理 平成２９年  ９月 ７日 

環 境 大 臣 意 見 受 理 平成２９年 １１月１０日 

経 済 産 業 大 臣 意 見 発 出 平成２９年 １２月 ４日 

＜環境影響評価方法書＞ 

環 境 影 響 評 価 方 法 書 受 理 平成３０年  ２月 ８日 

住 民 意 見 の 概 要 等 受 理 平成３０年  ４月１７日 

鳥 取 県 知 事 意 見 受 理 平成３０年  ７月１８日 

経 済 産 業 大 臣 勧 告 発 出 平成３０年  ８月  ６日 

問合せ先： 電力安全課 高須賀、松橋、須之内 

                  電話０３－３５０１－１７４２（直通） 



合同会社ＮＷＥ－０９インベストメント「（仮称）鳥取風力発電事業環境影響評価方

法書」に対する勧告内容 

 

 

１．本方法書は、基本的な事項となる風車の配置、取付道路等の整備計画や切土・盛土

の計画（土捨場を含む）等、事業計画に関する具体的な情報に乏しく、調査地点の妥

当性など十分な判断が困難であったため、今後、事業計画の具体化に合わせて、調

査、予測及び評価の手法（調査地点を含む）を適切に見直すこと。 

 

２．本事業では、かなりの量の切土や盛土が予想されるため、これらにより影響が及ぶと

考えられる水環境、景観、生態系等の環境項目に対して適切に調査、予測及び評価

すること。 

 

３．風力発電機の設置予定範囲から近い住居地域や配慮が特に必要な施設については、

騒音及び超低周波音の影響について調査地点を追加するなど適切に調査を行うこと。 

 

４．動植物調査については、植生図等が現状を適切に反映しているか、重要な種だけで

なく対象事業実施区域に生息している動植物の状況を的確に捉える調査手法となっ

ているかなど、調査地点数を含め検討すること。 

 

５．景観については、風車だけでなく取付道路等附帯設備の設置や、樹木の伐採、法面

の処理などによる景観の変化も踏まえて調査、予測及び評価すること。また、フォトモ

ンタージュ等の作成に当たっては、適切な時期に風車等が視認しやすい天候時に行う

とともに、複数の風車や取付道路、法面等による景観への影響が把握できるようパノ

ラマ画像等を用い広範囲の眺望景観及び身近な景観への影響等について、調査、予

測及び評価をすること。 

 

（鳥取県知事からの意見書の写しを添付） 

 


